
エピソード 

 お話遊びをお家の方に見てもらって嬉しさや喜びを感じていた子ども達。引き続き、保育室でごっこ遊びを楽し

む姿がありました。 

 Ａちゃんが虹色の車に乗り、椅子に見立てたウレタン積み木に座って運転をしています。Ａちゃん「車に乗ってい

るよ」と腕を左右に揺らしながら遊んでいると、Ｂちゃんが「乗ってもいい？」とＡちゃんに尋ねます。Ａちゃん「乗っ

ていいよ」と２人で車に乗ると、顔を見合わせ嬉しそうです。そこへ、クマのお面をつけたＣちゃんがやって来て「ス

トップ！のせてのせて」と手を前に出して車を止めるしぐさを見せました。Ａちゃん「キー（ブレーキ音）。乗っていい

よ」と片足を前に出して車を止め、Ｂちゃん「ありがとう」と、車に乗りました。Ａちゃん「どこ行く？」、Ｃちゃん「どこ

に行こうか？」、Ａちゃん「車に乗ってゴーゴーゴー！」、Ｂちゃん「楽しいね」と３人は車の中で笑ったり、話したりし

ながら遊んでいました。 

 

『のせて のせて』  ３歳児 ２月  伏見こども園 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭だったら・・ 

 お話遊びにクラスのみんなで

取り組んだことや、お家の方に

見ていただき、声をかけてもら

った経験が子ども達の満足感

となり、ごっこ遊びにもつなが

っていると感じました。子どもの

姿を受けとめたり、認めたりす

る言葉がけを大切にしていきた

いですね。 

子どもの育ちや学び 
 

 

保育者の思い 

・お話遊びをお家の方に見てもらって嬉しさや喜びを感じている姿や、お面を 

気に入り、自ら身に着けて遊ぶ姿が見られました。引き続き、友達と一緒に遊

びを楽しめたらいいなと思い、遊びの場に虹色の車を置いたり、子ども達の

目の届く所にお面を飾ったりしました。 

・ウレタン積み木を椅子に見立てたり、腕を左右に揺らす、片足を前に出した 

りするしぐさから、車の中や運転しているイメージを広げていることが感じら 

れ、その姿が素敵だと思いました。 

・車の中で笑ったり、話したりしている姿から３人の遊びの世界を楽しんでい 

ると感じ、その姿を大切にしたいと傍で見守りました。 

ストップ！のせてのせて 

（言葉のやりとりをする楽しさ） 

乗っていいよ 

（イメージを共有する 

楽しさ） 

・遊びに必要なものを選んで使う（ウレタン積み木、お面など）。 

・友達とイメージを共有し、言葉のやりとりをする。 

・生活やお話遊びの経験を活かしながら、しぐさ（運転している姿）や声（ブレーキ音）で表現する。 

・友達と一緒に車に乗り、空間やごっこ遊びの世界を共有する。 

 

車に乗ってゴーゴーゴー！ 

（空間を共有する心地よさ） 

どこに行こうか？ 

 

 

どこ行く？ 

 

 

（言葉のやりとりをする楽しさ） 

 


